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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 28日 (2006.12.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 肢 体 を 把 持 部 で 支 え て 運 動 さ せ る 機 構 部 と 、
　 把 持 部 に 設 け ら れ て 前 記 肢 体 に か か る 負 荷 を 検 出 す る 負 荷 検 出 手 段 と 、
　 軌 道 設
定 手 段 と 、
　

制 御 す る 駆 動 部 と か ら 成 り 、
関 節 運 動 を 実 施 す る 肢 体 駆 動 装 置 に お い て 、

　

　

　

　
こ と を 特 徴 と す る 肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法 。

　 　 【 請 求 項 ２ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法
。
　 　 【 請 求 項 ３ 】

前 記
予 め 教 示 さ れ た 前 記 把 持 部 の 周 期 運 動 パ タ ー ン を 記 憶 し 軌 道 情 報 と し て 出 力 す る

前 記 軌 道 設 定 手 段 か ら 出 力 さ れ る 前 記 軌 道 情 報 と 前 記 負 荷 検 出 手 段 に よ る 負 荷 情 報 を 用
い て 前 記 軌 道 を 修 正 し 前 記 機 構 部 へ 出 力 し て 前 記 修 正 軌 道 に
よ る 前 記 患 者 の の 制 御 方 法

前 記 駆 動 部 は 、 前 記 教 示 軌 道 の 時 系 列 に 沿 っ て 割 り 当 て ら れ た 時 系 列 番 号 を 前 記 軌 道 設
定 手 段 に 出 力 し 、 前 記 時 系 列 番 号 に 応 じ た 前 記 教 示 軌 道 上 の 点 を 前 記 軌 道 設 定 手 段 か ら 読
み 出 し 、

現 在 の 前 記 時 系 列 番 号 に 対 応 す る 点 か ら 移 動 し よ う と す る 距 離 ｒ と 現 在 の 教 示 点 か ら 次
の 教 示 点 ま で の 距 離 と を 比 較 し 、 前 記 距 離 ｒ が 前 記 教 示 点 間 の 距 離 よ り 小 さ け れ ば 前 記 把
持 部 の 目 標 位 置 を 更 新 し 、

内 部 の イ ン ピ ー ダ ン ス モ デ ル に よ っ て 算 出 し た 前 記 目 標 位 置 に 対 す る 駆 動 指 令 を 前 記 機
構 部 へ 出 力 し 、

前 記 機 構 部 は サ ー ボ 制 御 に よ り 前 記 把 持 部 を 駆 動 す る と い う 手 順 を 制 御 周 期 毎 に 行 う も
の と す る

前 記 距 離 ｒ を 計 算 す る 際 に は 、 現 在 の 前 記 時 系 列 番 号 に 対 応 す る 点 か ら 次 の 前 記 時 系 列
番 号 に 対 応 す る 前 記 教 示 軌 道 上 の 点 ま で の ベ ク ト ル ｔ の 傾 き を 前 記 教 示 軌 道 の 傾 き と 定 義
し 、
作 業 座 標 系 に 対 す る 前 記 ベ ク ト ル ｔ の 傾 き が 垂 直 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 負 荷 情 報 か ら 前 記
軌 道 設 定 手 段 内 の 仮 想 イ ン ピ ー ダ ン ス モ デ ル に て 位 置 偏 差 を 計 算 し 、 現 在 の 前 記 時 系 列 番
号 に 対 応 す る 前 記 教 示 軌 道 上 の 点 か ら 前 記 偏 差 位 置 ま で の ベ ク ト ル の 前 記 ベ ク ト ル ｔ へ の
射 影 を も っ て 前 記 距 離 ｒ と す る



　
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法 。

　 　 【 請 求 項 ４ 】
　

　

　

こ と を 特 徴 と す る 記 載 の
肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】
　

こ と を 特 徴 と す る の い ず れ か １ 項 記 載 の 肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法
。
　 　 【 請 求 項 ７ 】
　 こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】
　

計 測 手 段 に よ っ て 計 測 し た 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る の い ず れ か
１ 項 記 載 の 肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】
　 こ
と を 特 徴 と す る 記 載 の 肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
　 以 下 の 発 明 で は 、 い わ ゆ る 運 動 療 法 の う ち 、 患 者 の 自 発 的 意 志 に よ る 筋 力 発 生 を 伴 う 運
動 訓 練 、 す な わ ち 自 動 介 助 運 動 を 目 的 と す る 。 本 訓 練 は 、 例 え ば 脳 卒 中 な ど の 中 枢 神 経 系
疾 患 や せ き つ い 損 傷 な ど の 障 害 発 生 時 直 後 に お け る 関 節 可 動 域 訓 練 の 後 に 行 う も の で 、 本
訓 練 を 経 て 、 立 位 バ ラ ン ス 訓 練 や 立 位 で の 歩 行 訓 練 に 進 む 。 本 訓 練 を 実 施 す る 患 者 は 、 発
生 す る 筋 力 は 微 弱 で あ り 、 自 分 の 脚 を 支 え る こ と も 困 難 な こ と が 多 い 。 自 動 介 助 運 動 で は
、 単 に 筋 力 を 回 復 さ せ る の で は 運 動 機 能 を 再 学 習 す る 訓 練 を 行 な う 。 そ こ で は 、 患
者 の 発 生 す る 微 弱 な 筋 力 を 感 知 し 、 肢 体 の 自 重 を 免 荷 し た 上 で 予 め 定 め た 軌 道 に そ っ た 運
動 を 介 助 し て 繰 り 返 し 実 施 さ せ 、 運 動 を 再 学 習 さ せ る こ と が 重 要 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
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作 業 座 標 系 に 対 す る 前 記 ベ ク ト ル ｔ の 傾 き が 垂 直 の 場 合 に は 、 所 定 の 値 を も っ て 前 記 距
離 ｒ と す る

前 記 軌 道 設 定 手 段 内 の 仮 想 イ ン ピ ー ダ ン ス ダ ン ス モ デ ル に て 前 記 位 置 偏 差 を 計 算 す る 際
に は 、

前 記 負 荷 情 報 を 前 記 負 荷 検 出 手 段 に 基 づ く 座 標 系 か ら 前 記 作 業 座 標 系 へ と 変 換 し 、 変 換
さ れ た 前 記 負 荷 情 報 か ら 前 記 肢 体 の 自 重 を 所 定 の 割 合 だ け 差 し 引 い た も の を 肢 体 発 生 力 ベ
ク ト ル と し 、

前 記 肢 体 発 生 力 ベ ク ト ル を 前 記 教 示 軌 道 に 基 づ く 座 標 系 へ 座 標 変 換 し 、 前 記 教 示 軌 道 上
で 前 記 仮 想 イ ン ピ ー ダ ン ス モ デ ル に 従 っ て 位 置 偏 差 を 計 算 し 、 前 記 位 置 偏 差 を 前 記 教 示 軌
道 上 の 座 標 系 か ら 前 記 作 業 座 標 系 の 位 置 偏 差 に 変 換 す る 請 求 項 ２

前 記 目 標 位 置 を 更 新 す る 際 は 、 前 記 時 系 列 番 号 の 更 新 数 ま た は 前 記 距 離 ｒ の 大 き さ の 何
れ か に 制 限 が 設 け ら れ る

前 記 軌 道 設 定 手 段 内 の 仮 想 イ ン ピ ー ダ ン ス ダ ン ス モ デ ル は 、 仮 想 慣 性 ・ 仮 想 粘 性 ・ 仮 想
剛 性 に よ る ２ 次 系 の 動 力 学 モ デ ル 、 あ る い は 仮 想 粘 性 ・ 仮 想 剛 性 に よ る １ 次 系 の 動 力 学 モ
デ ル で あ る 請 求 項 ２ ～ ５

前 記 目 標 位 置 を 更 新 す る 際 に 、 前 記 時 系 列 番 号 を 少 な く と も １ つ 更 新 す る

前 記 負 荷 情 報 は 、 前 記 患 者 の 肢 体 か ら 随 意 的 に 発 生 し た 負 荷 、 前 記 肢 体 の 自 重 に よ る 負
荷 、 肢 体 と 前 記 装 置 と の 相 互 作 用 に お い て 発 生 し た 負 荷 を 、 方 向 と 大 き き を も つ ベ ク ト ル
情 報 と し て 請 求 項 １ ～ ４

前 記 肢 体 発 生 力 ベ ク ト ル を 求 め る 際 に 、 前 記 肢 体 の 自 重 を 差 し 引 く 割 合 を 調 整 で き る
請 求 項 ４

な く 、



【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 　 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 肢 体 駆 動 装 置 の 制 御 方 法 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 制
御 方 法 で は 、 患 者 の 肢 体 を 把 持 部 で 支 え て 運 動 さ せ る 機 構 部 と 、 把 持 部 に 設 け ら れ て
前 記 肢 体 に か か る 負 荷 を 検 出 す る 負 荷 検 出 手 段 と 、

軌 道 設 定 手 段 と 、

制 御 す る 駆 動 部 と か ら 成 り 、 関 節 運 動 を 実 施
す る 肢 体 駆 動 装 置 に お い て 、

こ と を 特 徴 と し て い る 。 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、

こ と を 特 徴 と し て い る 。 さ ら に 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、
こ と を

特 徴 と し て い る 。 そ し て 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、

こ と を 特 徴 と し て い る 。 ま た 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明
に よ れ ば 、

こ と を 特 徴 と し て い る 。 さ ら に 、 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に
よ れ ば 、

こ と を 特 徴 と し て い る 。 ま た 、 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、
こ と を 特 徴 と し て い る 。

そ し て 、 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、

計 測 手 段 に よ っ て 計 測 し た 値 で あ る こ と
を 特 徴 と し て い る 。 さ ら に 、 請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、

こ と を 特 徴 と し て い る 。 上 記 の よ
う な 構 成 の 肢 体 駆 動 装 置 の 駆 動 方 法 に よ り 、 患 者 の 自 発 的 意 志 に よ る 筋 力 発 生 を 伴 う 自 動
介 助 運 動 を 実 施 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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前 記
予 め 教 示 さ れ た 前 記 把 持 部 の 周 期 運 動

パ タ ー ン を 記 憶 し 軌 道 情 報 と し て 出 力 す る 前 記 軌 道 設 定 手 段 か ら 出 力 さ
れ る 前 記 軌 道 情 報 と 前 記 負 荷 検 出 手 段 に よ る 負 荷 情 報 を 用 い て 前 記 軌 道 を 修 正 し 前 記 機 構
部 へ 出 力 し て 前 記 修 正 軌 道 に よ る 前 記 患 者 の

の 制 御 方 法 前 記 駆 動 部 は 、 前 記 教 示 軌 道 の 時 系 列 に 沿 っ て 割
り 当 て ら れ た 時 系 列 番 号 を 前 記 軌 道 設 定 手 段 に 出 力 し 、 前 記 時 系 列 番 号 に 応 じ た 前 記 教 示
軌 道 上 の 点 を 前 記 軌 道 設 定 手 段 か ら 読 み 出 し 、 現 在 の 前 記 時 系 列 番 号 に 対 応 す る 点 か ら 移
動 し よ う と す る 距 離 ｒ と 現 在 の 教 示 点 か ら 次 の 教 示 点 ま で の 距 離 と を 比 較 し 、 前 記 距 離 ｒ
が 前 記 教 示 点 間 の 距 離 よ り 小 さ け れ ば 前 記 把 持 部 の 目 標 位 置 を 更 新 し 、 内 部 の イ ン ピ ー ダ
ン ス モ デ ル に よ っ て 算 出 し た 前 記 目 標 位 置 に 対 す る 駆 動 指 令 を 前 記 機 構 部 へ 出 力 し 、 前 記
機 構 部 は サ ー ボ 制 御 に よ り 前 記 把 持 部 を 駆 動 す る と い う 手 順 を 制 御 周 期 毎 に 行 う も の と す
る 前 記 距 離 ｒ を 計 算 す る 際
に は 、 現 在 の 前 記 時 系 列 番 号 に 対 応 す る 点 か ら 次 の 前 記 時 系 列 番 号 に 対 応 す る 前 記 教 示 軌
道 上 の 点 ま で の ベ ク ト ル ｔ の 傾 き を 前 記 教 示 軌 道 の 傾 き と 定 義 し 、 作 業 座 標 系 に 対 す る 前
記 ベ ク ト ル ｔ の 傾 き が 垂 直 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 負 荷 情 報 か ら 前 記 軌 道 設 定 手 段 内 の 仮 想
イ ン ピ ー ダ ン ス モ デ ル に て 位 置 偏 差 を 計 算 し 、 現 在 の 前 記 時 系 列 番 号 に 対 応 す る 前 記 教 示
軌 道 上 の 点 か ら 前 記 偏 差 位 置 ま で の ベ ク ト ル の 前 記 ベ ク ト ル ｔ へ の 射 影 を も っ て 前 記 距 離
ｒ と す る 作 業 座 標 系 に 対
す る 前 記 ベ ク ト ル ｔ の 傾 き が 垂 直 の 場 合 に は 、 所 定 の 値 を も っ て 前 記 距 離 ｒ と す る

前 記 軌 道 設 定 手 段 内 の 仮 想 イ ン
ピ ー ダ ン ス ダ ン ス モ デ ル に て 前 記 位 置 偏 差 を 計 算 す る 際 に は 、 前 記 負 荷 情 報 を 前 記 負 荷 検
出 手 段 に 基 づ く 座 標 系 か ら 前 記 作 業 座 標 系 へ と 変 換 し 、 変 換 さ れ た 前 記 負 荷 情 報 か ら 前 記
肢 体 の 自 重 を 所 定 の 割 合 だ け 差 し 引 い た も の を 肢 体 発 生 力 ベ ク ト ル と し 、 前 記 肢 体 発 生 力
ベ ク ト ル を 前 記 教 示 軌 道 に 基 づ く 座 標 系 へ 座 標 変 換 し 、 前 記 教 示 軌 道 上 で 前 記 仮 想 イ ン ピ
ー ダ ン ス モ デ ル に 従 っ て 位 置 偏 差 を 計 算 し 、 前 記 位 置 偏 差 を 前 記 教 示 軌 道 上 の 座 標 系 か ら
前 記 作 業 座 標 系 の 位 置 偏 差 に 変 換 す る

前 記 目 標 位 置 を 更 新 す る 際 は 、 前 記 時 系 列 番 号 の 更 新 数 ま た は 前 記 距 離 ｒ の 大
き さ の 何 れ か に 制 限 が 設 け ら れ る

前 記 軌 道 設 定 手 段 内 の 仮 想 イ ン ピ ー ダ ン ス ダ ン ス モ デ ル は 、 仮 想 慣 性 ・ 仮 想 粘 性
・ 仮 想 剛 性 に よ る ２ 次 系 の 動 力 学 モ デ ル 、 あ る い は 仮 想 粘 性 ・ 仮 想 剛 性 に よ る １ 次 系 の 動
力 学 モ デ ル で あ る 前 記 目 標
位 置 を 更 新 す る 際 に 、 前 記 時 系 列 番 号 を 少 な く と も １ つ 更 新 す る

前 記 負 荷 情 報 は 、 前 記 患 者 の 肢 体 か ら 随 意 的 に 発
生 し た 負 荷 、 前 記 肢 体 の 自 重 に よ る 負 荷 、 肢 体 と 前 記 装 置 と の 相 互 作 用 に お い て 発 生 し た
負 荷 を 、 方 向 と 大 き き を も つ ベ ク ト ル 情 報 と し て

前 記 肢 体 発 生 力 ベ ク ト ル を 求
め る 際 に 、 前 記 肢 体 の 自 重 を 差 し 引 く 割 合 を 調 整 で き る



　 以 下 、 肢 体 駆 動 装 置 の 本 発 明 に よ る 駆 動 方 法 に つ い て 、 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は
本 発 明 の 駆 動 方 法 を 適 用 す る 肢 体 駆 動 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 に お い て 、
７ は 治 療 や 訓 練 を 行 う 患 者 の 下 肢 で あ る 。 １ は そ の 下 肢 ７ を 動 か す 機 構 部 で あ り 、 基 部 ２
と 、 駆 動 軸 ３ Ａ ・ ３ Ｂ ・ ３ Ｃ と 、 そ の 間 を つ な ぐ リ ン ク ４ Ａ ・ ４ Ｂ と 、 下 肢 ７ を 把 持 す る
把 持 部 ６ 、 負 荷 計 測 手 段 ５ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 駆 動 軸 ３ Ａ ・ ３ Ｂ ・ ３ Ｃ に は モ ー タ と
減 速 機 、 角 度 ・ 角 速 度 セ ン サ な ど が 装 着 さ れ 、 こ れ ら と 基 部 ２ に 内 蔵 さ れ た モ ー タ 駆 動 用
の サ ー ボ ア ン プ に よ っ て 駆 動 軸 ３ Ａ ・ ３ Ｂ ・ ３ Ｃ が 駆 動 さ れ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 把 持 部
６ に 下 肢 ７ を 固 定 す る と 、 機 構 部 １ は 下 肢 ７ に 運 動 を さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い
る 。 一 方 、 負 荷 計 測 手 段 ５ は 下 肢 ７ に か か る 負 荷 を 計 測 し て 負 荷 情 報 ｆ を 発 生 し 、 負 荷 セ
ン サ ア ン プ ８ で 増 幅 さ れ て 負 荷 情 報 Ｆ が 駆 動 部 ９ へ 送 ら れ る 。 駆 動 部 ９ で は 、 内 部 に 設 定
さ れ た 仮 想 イ ン ピ ー ダ ン ス モ デ ル と 、 教 示 さ れ た 軌 道 を あ ら か じ め 記 憶 し て お い た 軌 道 設
定 部 １ ０ か ら 送 ら れ る 軌 道 情 報 Ｘ ｔ と 、 負 荷 情 報 Ｆ と 、 内 蔵 す る 教 示 点 の 更 新 手 段 の 結 果
を も と に 軌 道 を 修 正 し 駆 動 指 令 Ｘ ｏ を 機 構 部 １ に 送 る 。 機 構 部 １ は 、 駆 動 軸 ３ Ａ ・ ３ Ｂ ・
３ Ｃ に よ っ て 駆 動 さ れ 、 修 正 さ れ た 軌 道 に 沿 っ て 肢 体 ７ を 駆 動 す る 。 な お 、 軌 道 設 定 部 １
０ で は 、 把 持 部 ６ の 位 置 ・ 姿 勢 の 時 系 列 デ ー タ 、 又 は 駆 動 軸 ３ Ａ ・ ３ Ｂ ・ ３ Ｃ の 角 度 の 時
系 列 デ ー タ 、 又 は 下 肢 ７ の 各 関 節 の 曲 げ 角 度 な ど の を 機 構 部 １ か ら 受 け 取 り
、 内 蔵 す る 記 憶 部 に 時 系 列 デ ー タ と し て あ ら か じ め 記 憶 さ れ て い る 。 時 系 列 デ ー タ と は 、
運 動 の 始 め か ら 終 わ り ま で の 運 動 周 期 を ひ と つ の パ タ ー ン と し た も の で あ り 、 そ の パ タ ー
ン を あ る 回 数 繰 り 返 す こ と で 治 療 動 作 が 実 施 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 教 示 点 ｔ ｄ ａ ｔ ａ （ ｉ ｎ ｄ ｅ ｘ ） か ら 位 置 偏 差 を 計 算 す る 手 順 （ Ｓ ２ ２ ） に つ い
て 、 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 教 示 点 間 で 定 義 さ れ る 相 対 ベ ク ト ル を 例 え
ば ２ 次 元 平 面 に お け る 座 標 系 に お い て ｔ ＝ （ ｔ ｘ ， ｔ ｙ ） と 表 す 。 そ の デ ー タ を も と に 、
相 対 ベ ク ト ル ｔ の 作 業 座 標 系 に お け る 傾 き η を 、 η ＝ ａ ｔ ａ ｎ ２ （ ｔ ｙ ， ｔ ｘ ） 、 と し て
計 算 す る （ Ｓ ３ ０ ） 。
一 方 、 負 荷 情 報 Ｆ を 受 け る と 、 負 荷 の セ ン サ 座 標 系 か ら 作 業 座 標 系 へ の 、 い わ ゆ る ロ ボ ッ
ト 工 学 に お け る 座 標 変 換 の 計 算 を 行 う （ Ｓ ３ ４ ） 。 そ の 変 換 結 果 を 受 け る と 、 肢 体 発 生 力
の 計 算 を 行 な う た め 、 予 め 求 め て お い た 肢 体 の 自 重 補 償 分 を 外 力 か ら 差 し 引 き 、 肢 体 発 生
力 を 計 算 す る （ Ｓ ３ ５ ） 。 そ の 計 算 結 果 と 前 記 傾 き η と か ら 、 肢 体 発 生 力 の 教 示 軌 道 上 の
座 標 系 を 前 記 傾 き η に そ っ て 定 義 し 、 そ の 教 示 軌 道 上 の 座 標 系 へ の 座 標 変 換 を 前 記 発 生 力
に 対 し 行 な う （ Ｓ ３ １ ） 。 そ し て 、 後 述 す る イ ン ピ ー ダ ン ス 制 御 に よ る 位 置 偏 差 の 計 算 を
行 い （ Ｓ ３ ２ ） 、 そ の 位 置 偏 差 に 対 し て 教 示 軌 道 上 の 座 標 系 か ら 作 業 座 標 系 へ の 座 標 変 換
を （ Ｓ ３ ３ ） 、 一 連 の 処 理 を 終 了 し て 作 業 座 標 系 の 位 置 偏 差 が 求 め ら れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ で 行 わ れ る イ ン ピ ー ダ ン ス 制 御 に つ い て 説 明 す る 。 い わ ゆ る イ
ン ピ ー ダ ン ス 制 御 に は 、 仮 想 イ ン ピ ー ダ ン ス モ デ ル と し て 、 慣 性 Ｍ ・ 粘 性 Ｂ ・ 剛 性 Ｋ の い
わ ゆ る ２ 次 動 力 学 モ デ ル か あ る い は 粘 性 Ｂ ・ 剛 性 Ｋ の い わ ゆ る １ 次 動 力 学 モ デ ル が 使 用 さ
れ る 。 外 力 す な わ ち 負 荷 情 報 Ｆ を 入 力 、 位 置 修 正 量 Δ Ｘ を 出 力 と し た 時 、 こ れ ら の 関 係 は
以 下 の 式 で 表 さ れ る 。 た だ し 、 以 下 は 周 波 数 領 域 で 表 わ し た も の で あ る 。
△ Ｘ （ ｓ ） ＝ Ｆ （ ｓ ） ／ ｛ ＋ Ｂ ｓ ＋ Ｋ ｝
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こ の と き 、 ア ー ム の 目 標 軌 道 Ｘ ｏ は 以 下 の よ う に 修 正 さ れ る 。
Ｘ ｏ （ ｓ ） ＝ Ｘ ｔ （ ｓ ） ＋ △ Ｘ （ ｓ ）
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 軌 道 設 定 部 １ ０ に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 前 記 イ ン ピ ー ダ ン ス 制 御 を 実 行 し
、 さ ら に イ ン ピ ー ダ ン ス の ば ね 係 数 を 低 く 設 定 し 、 把 持 部 ６ に 下 肢 １ を 固 定 し て 手 動 で 動
か せ る 状 態 に し て 、 直 接 機 構 部 １ を 動 か し て 軌 道 を 教 示 す る い わ ゆ る ダ イ レ ク ト テ ィ ー チ
を 行 い 、 そ の と き の 軌 道 を 機 構 部 １ か ら を 通 じ て 、 軌 道 設 定 部 １ ０ に 記 憶 す
る 。 な お 、 本 発 明 の 装 置 は 、 関 節 組 織 ま た は 筋 肉 ま た は じ ん 帯 ま た は そ の 他 の 関 節 組 織 の
治 療 を 一 般 に 対 象 と す る も の で あ っ て 、 実 施 例 で 示 し た よ う な 股 関 節 と 膝 関 節 の 関 節 や 筋
肉 等 の 組 織 の 治 療 を 対 象 と す る も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 肢 体 の 各 部 の 関 節 や 筋 肉
に 容 易 に 適 用 で き る も の で あ る 。 ま た 、 以 上 の 実 施 例 に お い て は 、 肢 体 駆 動 手 段 と し て 電
気 式 モ ー タ を 想 定 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 油 圧 式 サ ー ボ 駆 動 手 段 ・ 空 気 圧 式 サ ー ボ 駆 動 手 段
を 用 い て も 同 様 な 効 果 が 得 ら れ る 。
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